
JP 6027548 B2 2016.11.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システム内の機器間通信（Ｍ２Ｍ）機器においてマルチキャストデータを受信
する方法であって、
　前記方法は、
　前記Ｍ２Ｍ機器のページング聴取区間の間に基地局からページングメッセージを受信す
ることであって、前記ページングメッセージは、マルチキャストトラフィックの受信を指
示するマルチキャストトラフィック指示子を含む、ことと、
　前記基地局からマルチキャストデータを受信することと、
　前記基地局から、前記マルチキャストデータが最後のマルチキャスト伝送に対応するこ
とを指示する信号、または、マルチキャストデータ伝送の終了を指示する信号を含むメッ
セージを受信することと、
　前記メッセージを受信した際に、ページング利用不可区間に入ることと
　を含み、
　前記ページングメッセージは、マルチキャスト伝送開始時間をさらに含み、前記マルチ
キャストデータは、前記マルチキャスト伝送開始時間に受信され、
　前記マルチキャスト伝送開始時間は、前記基地局が前記マルチキャストデータを伝送す
ることを開始するフレーム番号の最下位８ビットとしてシグナリングされる、方法。
【請求項２】
　前記マルチキャストトラフィック指示子は、０ｂ１０に設定される、請求項１に記載の
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方法。
【請求項３】
　前記マルチキャスト伝送開始時間によって指示されたフレームまではパワーダウン状態
で動作することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記メッセージは、前記Ｍ２Ｍ機器に対応するＭ２Ｍグループ識別子（ＩＤ）（ＭＧＩ
Ｄ）をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記メッセージは、前記Ｍ２Ｍ機器に対応するＭ２Ｍ接続識別子（Ｍ２ＭＣＩＤ）をさ
らに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記メッセージは、ＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージである、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記メッセージは、ＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージである、請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　前記メッセージは、マルチキャスト割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥまたはブロードキャスト割当
Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによって送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システム内の基地局においてマルチキャストデータを伝送する方法であって、
　前記方法は、
　機器間通信（Ｍ２Ｍ）機器のページング聴取区間の間に前記Ｍ２Ｍ機器にページングメ
ッセージを伝送することであって、前記ページングメッセージは、マルチキャストトラフ
ィックの受信を指示するマルチキャストトラフィック指示子を含む、ことと、
　前記Ｍ２Ｍ機器にマルチキャストデータを伝送することと、
　前記基地局から、前記マルチキャストデータが最後のマルチキャスト伝送に対応するこ
とを指示する信号、または、マルチキャストデータ伝送の終了を指示する信号を含むメッ
セージを伝送することと
　を含み、
　前記ページングメッセージは、マルチキャスト伝送開始時間をさらに含み、前記マルチ
キャストデータは、前記マルチキャスト伝送開始時間に伝送され、
　前記マルチキャスト伝送開始時間は、前記基地局が前記マルチキャストデータを伝送す
ることを開始するフレーム番号の最下位８ビットとしてシグナリングされる、方法。
【請求項１０】
　前記ページングメッセージは、前記Ｍ２Ｍ機器に対応するＭ２Ｍグループ識別子（ＩＤ
）（ＭＧＩＤ）をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ページングメッセージは、前記Ｍ２Ｍ機器に対応するＭ２Ｍ接続識別子（Ｍ２ＭＣ
ＩＤ）をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　無線通信システム内でマルチキャストデータを受信する機器間通信（Ｍ２Ｍ）機器であ
って、
　前記Ｍ２Ｍ機器は、
　ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールを制御するように構成されたプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　前記ＲＦモジュールを用いて、前記Ｍ２Ｍ機器のページング聴取区間の間に基地局から
ページングメッセージを受信することであって、前記ページングメッセージは、マルチキ
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ャストトラフィックの受信を指示するマルチキャストトラフィック指示子を含む、ことと
、
　前記ＲＦモジュールを用いて、前記基地局からマルチキャストデータを受信することと
、
　前記ＲＦモジュールを用いて、前記基地局から、前記マルチキャストデータが最後のマ
ルチキャスト伝送に対応することを指示する信号、または、マルチキャストデータ伝送の
終了を指示する信号を含むメッセージを受信することと、
　前記メッセージを受信した際に、ページング利用不可区間に入ることと
　を行うように構成されており、
　前記ページングメッセージは、マルチキャスト伝送開始時間をさらに含み、前記マルチ
キャストデータは、前記マルチキャスト伝送開始時間に受信され、
　前記マルチキャスト伝送開始時間は、前記基地局が前記マルチキャストデータを伝送す
ることを開始するフレーム番号の最下位８ビットとしてシグナリングされる、Ｍ２Ｍ機器
。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、さらに、前記マルチキャスト伝送開始時間によって指示されたフレ
ームまではパワーダウン状態で動作することを制御するように構成されている、請求項１
２に記載のＭ２Ｍ機器。
【請求項１４】
　無線通信システム内でマルチキャストデータを伝送する基地局であって、
　前記基地局は、
　ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールを制御するように構成されたプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　前記ＲＦモジュールを用いて、機器間通信（Ｍ２Ｍ）機器のページング聴取区間の間に
前記Ｍ２Ｍ機器にページングメッセージを伝送することであって、前記ページングメッセ
ージは、マルチキャストトラフィックの受信を指示するマルチキャストトラフィック指示
子を含む、ことと、
　前記ＲＦモジュールを用いて、前記Ｍ２Ｍ機器にマルチキャストデータを伝送すること
と、
　前記ＲＦモジュールを用いて、前記Ｍ２Ｍ機器に、前記マルチキャストデータが最後の
マルチキャスト伝送に対応することを指示する信号、または、マルチキャストデータ伝送
の終了を指示する信号を含むメッセージを伝送することと
　を行うように構成されており、
　前記ページングメッセージは、マルチキャスト伝送開始時間をさらに含み、前記マルチ
キャストデータは、前記マルチキャスト伝送開始時間に伝送され、
　前記マルチキャスト伝送開始時間は、前記基地局が前記マルチキャストデータを伝送す
ることを開始するフレーム番号の最下位８ビットとしてシグナリングされる、基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に係り、特に、マルチキャストデータを受信する方法及びそのため
のＭ２Ｍ機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　機器間通信（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ　Ｍａｃｈｉｎｅ；以下、Ｍ２Ｍ）は、言葉の通り
、電子装置と電子装置間の通信を意味する。広義には、電子装置同士の有線あるいは無線
通信や、人が制御する装置と機械間の通信のことを意味する。しかし、最近では、電子装
置と電子装置間、すなわち、人の関与なしに行われる機器間無線通信を指すのが一般的で
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ある。
【０００３】
　Ｍ２Ｍ通信は、その概念が初めて導入された１９９０年代初期には、遠隔調整やテレマ
ティックスレベルの概念として認識されたし、派生する市場自体も非常に限定されていた
が、ここ数年間高速成長を重ねながら、全世界的に注目される市場へと成長してきた。特
に、販売管理システム（ＰＯＳ、Ｐｏｉｎｔ　Ｏｆ　Ｓａｌｅｓ）と保安関連応用市場に
おける物流管理（Ｆｌｅｅｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）、機械及び設備の遠隔モニタリン
グ、建設機械設備上の作動時間測定、及び熱や電気使用量を自動測定する知能検針（Ｓｍ
ａｒｔ　Ｍｅｔｅｒ）などの分野で大きな影響力を発揮してきた。将来のＭ２Ｍ通信は、
既存の移動通信及び無線超高速インターネットやＷｉ－Ｆｉ及びＺｉｇｂｅｅ（登録商標
）などの小出力通信ソリューションと連係してより多様な用途に活用されることから、こ
れまでのＢ２Ｂ（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　ｔｏ　Ｂｕｓｉｎｅｓｓ）市場に限らず、Ｂ２Ｃ（
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　ｔｏ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ）市場へとその領域が拡大する見込みである
。
【０００４】
　Ｍ２Ｍ通信時代には、ＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌ
ｅ）カードを装着したいかなる機械もデータ送受信可能になり、遠隔管理及び統制ができ
る。例えば、自動車、トラック、電車、コンテナ、自動販売機、ガスタンクなどを含む数
多くの機器や装備にＭ２Ｍ通信技術が利用されるなど、その適用範囲は非常に広範囲であ
る。
【０００５】
　従来では、端末を個別単位に管理するのが一般的であり、基地局と端末間通信も一対一
通信方式で行われていた。このような一対一通信方式で数多くのＭ２Ｍ機器が基地局と通
信するとすると、各Ｍ２Ｍ機器と基地局間に発生するシグナリングによるネットワーク過
負荷が予想される。上述したように、Ｍ２Ｍ通信が急に拡散され広範囲化する場合、それ
Ｍ２Ｍ機器同士間、又は各Ｍ２Ｍ機器と基地局間の通信によるオーバーヘッド（ｏｖｅｒ
ｈｅａｄ）が問題になることがある。
【０００６】
　一方、それらＭ２Ｍ機器に基地局がマルチキャストデータを伝送する必要がある場合も
あるが、基地局が各Ｍ２Ｍ機器の特性を考慮してマルチキャストを伝送する方法及び該マ
ルチキャストを效率よく受信する具体的方法は未だ提示されていない現状である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、無線通信システムにおいてＭ２Ｍ機器がマル
チキャストデータを受信する方法を提供することである。
【０００８】
　本発明で達成しようとする他の技術的課題は、無線通信システムにおいてマルチキャス
トデータを受信するＭ２Ｍ機器を提供することである。
【０００９】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、以上に言及した技術的課題に制限されるもの
ではなく、言及していない他の技術的課題は、下の記載から、本発明の属する技術の分野
における通常の知識を有する者には明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の技術的課題を達成するための、無線通信システムにおいてＭ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎ
ｅ　ｔｏ　Ｍａｃｈｉｎｅ）機器がマルチキャスト（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ）データ受信す
る方法は、基地局からマルチキャストデータを受信することと、前記基地局から、前記マ
ルチキャストデータが最後のマルチキャスト伝送であることを指示したり、又はマルチキ
ャスト伝送終了を指示する信号を含む情報を受信することと、を含むことができる。前記
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情報は、前記マルチキャストデータと共に、又は前記マルチキャストデータとは別に伝送
されてもよく、前記情報が前記マルチキャストデータと共に伝送される場合には、前記マ
ルチキャストデータにＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージフォーマットでピギーバック（
ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）されて伝送されるとよい。前記情報は、サブヘッダー（ｓｕｂｈｅ
ａｄｅｒ）又はマルチキャスト伝送終了拡張ヘッダー（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｅｘｔｅｎｄｅｒ　ｈｅａｄｅｒ）フォーマットで伝送されて
もよい。前記情報が前記マルチキャストデータとは別に伝送される場合には、ＭＡＣ制御
メッセージ、シグナリングヘッダー又は物理層シグナリングにより伝送されてもよく、前
記ＭＡＣ制御メッセージはＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージフォーマットやＭＯＢ＿Ｍ
ＴＥ－ＩＮＤメッセージフォーマットで、前記シグナリングヘッダーはマルチキャスト伝
送終了指示ヘッダー（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｉｎｄ
ｉｃａｔｉｏｎ　ｈｅａｄｅｒ）、前記物理層シグナリングはマルチキャスト伝送終了指
示Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｉｎｄ
ｉｃａｔｉｏｎ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）又は放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（Ｂｒｏａｄｃａｓ
ｔ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）でよい。
【００１１】
　前記方法は、前記情報に基づいて利用不可区間（ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　ｉｎｔｅｒ
ｖａｌ）又は遊休モード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）に入ることをさらに含んでもよい。
【００１２】
　前記方法は、Ｍ２Ｍグループ識別子（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＩＤ）と前記マルチキャ
ストデータ伝送を指示する指示子とを含むページングメッセージを受信することをさらに
含み、前記Ｍ２ＭグループＩＤが前記Ｍ２Ｍ機器に該当すると、前記Ｍ２ＭグループＩＤ
に基づいて前記マルチキャストデータ及び前記情報を受信することができる。
【００１３】
　前記方法は、前記基地局から前記マルチキャストデータの伝送開始に関する情報を受信
することをより含んでもよく、前記マルチキャストデータの伝送開始に関する情報に基づ
いて前記マルチキャストデータを受信することができる。
【００１４】
　上記の他の技術的課題を達成するための、無線通信システムにおいてマルチキャスト（
ｍｕｌｔｉｃａｓｔ）データを受信するＭ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ　Ｍａｃｈｉｎｅ
）機器は、基地局からマルチキャストデータを受信し、前記基地局から、前記マルチキャ
ストデータが最後のマルチキャスト伝送であることを指示したり、又はマルチキャスト伝
送終了を指示する信号を含む情報を受信する受信器を備えることができる。前記情報は、
前記マルチキャストデータと共に、又は前記マルチキャストデータとは別に伝送される。
前記情報が前記マルチキャストデータと共に伝送される場合には、前記マルチキャストデ
ータにピギーバック（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）されて伝送されるとよい。前記情報は、サブ
ヘッダー（ｓｕｂｈｅａｄｅｒ）又はマルチキャスト伝送終了拡張ヘッダー（ｍｕｌｔｉ
ｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｅｘｔｅｎｄｅｒ　ｈｅａｄｅｒ）フォ
ーマットで伝送されてもよい。前記情報が前記マルチキャストデータとは別に伝送される
場合には、ＭＡＣ制御メッセージ、シグナリングヘッダー又は物理層シグナリングにより
伝送されるとよい。
【００１５】
　前記Ｍ２Ｍ機器は、前記情報に基づいて利用不可区間（ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　ｉｎ
ｔｅｒｖａｌ）又は遊休モード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）に入るように制御するプロセッサ
をさらに備えることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係る様々な実施例によれば、Ｍ２Ｍ機器にマルチキャストトラフィックを伝送
する時に、Ｍ２Ｍ機器と基地局間の無駄なシグナリングオーバーヘッドをなくし、Ｍ２Ｍ
機器の電力消耗を最小化し、リソース浪費を抑えることができる。
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【００１７】
　本発明から得られる効果は、以上に言及した効果に制限されず、言及していない別の効
果は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者には明ら
かになるであろう。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおいてＭ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ　Ｍａｃｈｉｎｅ）機器がマ
ルチキャスト（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ）データを受信する方法であって、
　基地局からマルチキャストデータを受信することと、
　上記基地局から、上記マルチキャストデータが最後のマルチキャスト伝送であることを
指示したり、又はマルチキャスト伝送終了を指示する信号を含む情報を受信すること、
とを含む、マルチキャストデータ受信方法。
（項目２）
　上記情報は、上記マルチキャストデータと共に、又は上記マルチキャストデータとは別
に伝送される、項目１に記載のマルチキャストデータ受信方法。
（項目３）
　上記情報が上記マルチキャストデータと共に伝送される場合には、上記マルチキャスト
データにピギーバック（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）されて伝送される、項目２に記載のマルチ
キャストデータ受信方法。
（項目４）
　上記情報は、サブヘッダー（ｓｕｂｈｅａｄｅｒ）又はマルチキャスト伝送終了拡張ヘ
ッダー（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｅｘｔｅｎｄｅｒ　
ｈｅａｄｅｒ）フォーマットで伝送される、項目３に記載のマルチキャストデータ受信方
法。
（項目５）
　上記情報が上記マルチキャストデータとは別に伝送される場合には、ＭＡＣ制御メッセ
ージ、シグナリングヘッダー又は物理層シグナリングにより伝送される、項目２に記載の
マルチキャストデータ受信方法。
（項目６）
　上記ＭＡＣ制御メッセージは、ＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージフォーマット又はＭ
ＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージフォーマットである、項目５に記載のマルチキャストデ
ータ受信方法。
（項目７）
　上記シグナリングヘッダーは、マルチキャスト伝送終了指示ヘッダー（ｍｕｌｔｉｃａ
ｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｈｅａｄｅｒ）であ
る、項目５に記載のマルチキャストデータ受信方法。
（項目８）
　上記物理層シグナリングは、マルチキャスト伝送終了指示Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ｍｕｌｔ
ｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ａ－ＭＡＰ　
ＩＥ）又は放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥ）である、項目５に記載のマルチキャストデータ受信方法。
（項目９）
　上記情報に基づいて利用不可区間（ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）又は
遊休モード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）に入ること、をさらに含む、項目１に記載のマルチキ
ャストデータ受信方法。
（項目１０）
　Ｍ２Ｍグループ識別子（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＩＤ）と上記マルチキャストデータ伝
送を指示する指示子とを含むページングメッセージを受信すること、をさらに含み、
　上記Ｍ２ＭグループＩＤが上記Ｍ２Ｍ機器に該当すると、上記Ｍ２ＭグループＩＤに基
づいて上記マルチキャストデータ及び上記情報を受信する、項目１に記載のマルチキャス
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トデータ受信方法。
（項目１１）
　上記基地局から、上記マルチキャストデータの伝送開始に関する情報を受信すること、
をさらに含み、
　上記マルチキャストデータの伝送開始に関する情報に基づいて上記マルチキャストデー
タを受信する、項目１０に記載のマルチキャストデータ受信方法。
（項目１２）
　無線通信システムにおいてマルチキャスト（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ）データを受信するＭ
２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ　Ｍａｃｈｉｎｅ）機器であって、
　基地局からマルチキャストデータを受信し、
　上記基地局から、上記マルチキャストデータが最後のマルチキャスト伝送であることを
指示したり、又はマルチキャスト伝送終了を指示する信号を含む情報を受信する、受信器
を備える、Ｍ２Ｍ機器。
（項目１３）
　上記情報は、上記マルチキャストデータと共に、又は上記マルチキャストデータとは別
に伝送される、項目１２に記載のＭ２Ｍ機器。
（項目１４）
　上記情報が上記マルチキャストデータと共に伝送される場合には、上記マルチキャスト
データにピギーバック（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）されて伝送される、項目１３に記載のＭ２
Ｍ機器。
（項目１５）
　上記情報は、サブヘッダー（ｓｕｂｈｅａｄｅｒ）又はマルチキャスト伝送終了拡張ヘ
ッダー（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｅｘｔｅｎｄｅｒ　
ｈｅａｄｅｒ）フォーマットで伝送される、項目１４に記載のＭ２Ｍ機器。
（項目１６）
　上記情報が上記マルチキャストデータとは別に伝送される場合には、ＭＡＣ制御メッセ
ージ、シグナリングヘッダー又は物理層シグナリングにより伝送される、項目１３に記載
のＭ２Ｍ機器。
（項目１７）
　上記情報に基づいて利用不可区間（ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）又は
遊休モード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）に入るように制御するプロセッサをさらに備える、項
目１２に記載のＭ２Ｍ機器。
（項目１８）
　上記受信器は、Ｍ２Ｍグループ識別子（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＩＤ）と上記マルチキ
ャストデータ伝送を指示する指示子とを含むページングメッセージを上記基地局からさら
に受信し、上記Ｍ２ＭグループＩＤが上記Ｍ２Ｍ機器に該当すると、上記Ｍ２Ｍグループ
ＩＤに基づいて上記マルチキャストデータ及び上記情報を受信する、項目１２に記載のＭ
２Ｍ機器。
（項目１９）
　上記受信器は、上記基地局から上記マルチキャストデータの伝送開始に関する情報をさ
らに受信し、上記マルチキャストデータの伝送開始に関する情報に基づいて上記マルチキ
ャストデータを受信する、項目１８に記載のＭ２Ｍ機器。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれる添付図面は、本発
明に係る実施例を提供し、詳細な説明と共に本発明の技術的思想を説明する。
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係るＭ２Ｍ機器及び基地局などの装置構成を概略
的に説明するための図である。
【図２】図２は、遊休モードでページング手順を示すフローチャートである。
【図３】図３は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ
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伝送の例を示す図である。
【図４】図４は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ
伝送の他の例を示す図である。
【図５Ａ】図５Ａ及び図５Ｂは、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチ
キャストデータ伝送の他の例を示す図である。
【図５Ｂ】図５Ａ及び図５Ｂは、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチ
キャストデータ伝送の他の例を示す図である。
【図６】図６は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ
伝送の他の例を示す図である。
【図７】図７は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ
伝送の他の例を示す図である。
【図８】図８は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ
伝送の他の例を示す図である。
【図９】図９は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ
伝送の他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の好適な実施形態を、添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の図面
と共に以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明するためのもの
で、本発明が実施され得る唯一の実施形態を示すためのものではない。以下の詳細な説明
は、本発明の完全な理解を提供するために具体的な細部事項を含む。しかし、このような
具体的な細部事項なしにも本発明の実施が可能であるということが当業者には理解される
。例えば、以下の詳細な説明は、移動通信システムがＩＥＥＥ　８０２．１６システムで
ある場合を取り上げて説明するが、ＩＥＥＥ　８０２．１６システム特有の事項以外は、
他の任意の無線通信システムにも同様の適用が可能である。
【００２０】
　場合によっては、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置
が省略されたり、各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で図示された
りすることもある。また、本明細書全体を通じて同一の構成要素には同一の図面符号を付
して説明する。
【００２１】
　なお、以下の説明において、端末は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＡＭＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔ
ｉｏｎ）などの、移動又は固定型のユーザー端機器を総称し、また、基地局は、Ｎｏｄｅ
　Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、ＢＳ（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏ
ｉｎｔ）などの、端末と通信するネットワーク端の任意のノードを総称するものとする。
【００２２】
　移動通信システムにおいて、端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）は、基地局からダ
ウンリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ）で情報を受信し、基地局にアップリンク（Ｕｐｌｉｎｋ
）で情報を伝送することができる。端末が伝送又は受信する情報にはデータ及び種々の制
御情報があり、端末が伝送又は受信する情報の種類用途に応じて様々な物理チャネルが存
在する。
【００２３】
　以下、Ｍ２Ｍ機器間の通信は、基地局を介した、端末同士、又は人の介入のない基地局
と端末間で行う通信形態を意味する。したがって、Ｍ２Ｍ機器（Ｄｅｖｉｃｅ）は、上記
のようなＭ２Ｍ機器の通信の支援が可能な端末を意味する。Ｍ２Ｍサービスのための接続
サービスネットワークは、Ｍ２Ｍ　ＡＳＮ（Ｍ２Ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）と定義し、Ｍ２Ｍ機器と通信するネットワークエンティティをＭ２Ｍサー
バーという。Ｍ２Ｍサーバーは、Ｍ２Ｍアプリケーションを行い、一つ以上のＭ２Ｍ機器
のためのＭ２Ｍ特定サービスを提供する。Ｍ２Ｍフィーチャ（ｆｅａｔｕｒｅ）は、Ｍ２
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Ｍアプリケーションの特徴であり、アプリケーションを提供するのに一つ以上の特徴が必
要な場合がある。Ｍ２Ｍ機器グループは、共通の一つ以上の特徴を共有するＭ２Ｍ機器の
グループを意味する。
【００２４】
　Ｍ２Ｍ方式で通信する機器（Ｍ２Ｍ機器、Ｍ２Ｍ通信機器、ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　
Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）機器などのように様々に呼ばれてもよい。）は
、それらの機器アプリケーションタイプ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｔ
ｙｐｅ）が増加するに伴い、一定のネットワークにおいてその数が次第に増加することに
なる。議論されている機器アプリケーションタイプには、（１）保安（ｓｅｃｕｒｉｔｙ
）、（２）治安（ｐｕｂｌｉｃ　ｓａｆｅｔｙ）、（３）トラッキング及びトレーシング
（ｔｒａｃｋｉｎｇ　ａｎｄ　ｔｒａｃｉｎｇ）、（４）支払い（ｐａｙｍｅｎｔ）、（
５）健康管理（ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ）、（６）遠隔維持及び制御（ｒｅｍｏｔｅ　ｍａ
ｉｎｔｅｎａｎｃｅ　ａｎｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ）、（７）検針（ｍｅｔｅｒｉｎｇ）、（
８）消費者装置（ｃｏｎｓｕｍｅｒ　ｄｅｖｉｃｅ）、（９）販売管理システム（ＰＯＳ
、Ｐｏｉｎｔ　Ｏｆ　Ｓａｌｅｓ）と保安関連応用市場における物流管理（Ｆｌｅｅｔ　
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）、（１０）自動販売機（Ｖｅｎｄｉｎｇ　Ｍａｃｈｉｎｅ）の機
器間通信、（１１）機械及び設備の遠隔モニタリング、建設機械設備上の作動時間測定及
び熱や電気使用量を自動測定する知能検針（Ｓｍａｒｔ　Ｍｅｔｅｒ）、（１２）監視カ
メラの監視映像（Ｓｕｒｖｅｉｌｌａｎｃｅ　Ｖｉｄｅｏ）通信などがあるが、これらに
限定されるものではなく、その他様々な機器アプリケーションタイプが議論されている。
【００２５】
　Ｍ２Ｍ機器の他の特性に、低い移動性或いは無移動性がある。非常に移動性が低い、或
いは移動性がないということは、Ｍ２Ｍ機器は長時間固定（ｓｔａｔｉｏｎａｒｙ）して
いるという意味である。Ｍ２Ｍ通信システムは、保安接続及び監視（ｓｅｃｕｒｅｄ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ａｎｄ　ｓｕｒｖｅｉｌｌａｎｃｅ）、治安（ｐｕｂｌｉｃ　ｓａｆｅｔｙ
）、支払い（ｐａｙｍｅｎｔ）、遠隔維持及び制御（ｒｅｍｏｔｅ　ｍａｉｎｔｅｎａｎ
ｃｅ　ａｎｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ）、検針（ｍｅｔｅｒｉｎｇ）などのような、固定した位
置を持つ特定Ｍ２Ｍアプリケーションのための移動性－関連動作を単純化又は最適化する
とよい。
【００２６】
　このように、機器アプリケーションタイプが増加するに従ってＭ２Ｍ通信機器の数は、
一般移動通信機器の数に比べて飛躍的に増加するはずである。したがって、これら機器の
全てがそれぞれ個別的に基地局と通信を行うと、無線インターフェース、ネットワークに
深刻な負荷を招くことがある。
【００２７】
　以下では、Ｍ２Ｍ通信が無線通信システム（例えば、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅ／ｍ）
に適用される場合を取り上げて本発明の実施例を説明する。しかし、本発明はこれに限定
されるものではなく、本発明の実施例は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムなどの他のシステム
にも同様の方式で適用可能である。。
【００２８】
　図１は、本発明の一実施形態に係るＭ２Ｍ機器及び基地局などの装置構成を概略的に説
明するための図である。
【００２９】
　図１で、Ｍ２Ｍ機器１００（あるいは、Ｍ２Ｍ通信機器と呼ぶこともできるが、以下で
は、Ｍ２Ｍ機器と呼ぶ）及び基地局１５０は、それぞれ、ＲＦユニット１１０，１６０、
プロセッサ１２０，１７０、及び選択的にメモリー１３０，１８０を備えることができる
。そして、各ＲＦユニット１１０，１６０は、送信器１１１，１６１及び受信器１１２，
１６２を備えることができる。Ｍ２Ｍ機器１００の例えば、送信器１１１及び受信器１１
２は、基地局１５０及び他のＭ２Ｍ機器と信号を送信及び受信するように構成され、プロ
セッサ１２０は、送信器１１１及び受信器１１２と機能的に接続され、送信器１１１及び
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受信器１１２が他の機器と信号を送受信する過程を制御するように構成されるとよい。ま
た、プロセッサ１２０は、伝送すべき信号に対する各種処理を行ったのち送信器１１１に
伝送し、且つ受信器１１２が受信した信号に対する処理を行うことができる。必要な場合
、プロセッサ１２０は、交換したメッセージに含まれた情報をメモリー１３０に保存して
もよい。このような構造により、Ｍ２Ｍ機器１００は、以下に説明する種々の実施形態の
方法を実行することができる。一方、図１には図示せぬが、Ｍ２Ｍ機器１００は、その機
器アプリケーションタイプによって種々の追加構成を備えてもよい。Ｍ２Ｍ機器１００が
知能型計量のためのものであれば、Ｍ２Ｍ機器１００は電力測定などのための追加的な構
成を備えることができ、このような電力測定動作は、図１におけるプロセッサ１２０の制
御を受けてもよく、別個に構成されたプロセッサ（図示せず）の制御を受けてもよい。
【００３０】
　図１は、Ｍ２Ｍ機器１００と基地局１５０との間に通信が行われる場合を例示している
が、本発明に係るＭ２Ｍ通信方法はＭ２Ｍ機器同士に行われてもよく、この場合、それぞ
れの機器は、同図における各装置構成と同じ形態により、以下に説明する種々の実施形態
に係る方法を実行すればよい。
【００３１】
　基地局１５０の送信器１６１及び受信器１６２は、他の基地局、Ｍ２Ｍサーバー、Ｍ２
Ｍ機器と信号を送信及び受信するように構成され、プロセッサ１７０は、送信器１６１及
び受信器１６２と機能的に接続され、送信器１６１及び受信器１６２が他の機器と信号を
送受信する過程を制御するように構成されるとよい。また、プロセッサ１７０は、伝送す
る信号に対する各種処理を行ったのち送信器１６１に伝送し、且つ受信器１６２が受信し
た信号に対する処理を行うことができる。必要な場合、プロセッサ１７０は、交換された
メッセージに含まれた情報をメモリー１３０に保存してもよい。このような構造により、
基地局１５０は、以下に説明する種々の実施形態の方法を行うことができる。
【００３２】
　Ｍ２Ｍ機器１１０及び基地局１５０のそれぞれのプロセッサ１２０，１７０は、それぞ
れ、Ｍ２Ｍ機器１１０及び基地局１５０における動作を指示（例えば、制御、調整、管理
など）する。それぞれのプロセッサ１２０，１７０は、プログラムコード及びデータを保
存するメモリー１３０，１８０と接続可能である。メモリー１３０，１８０は、プロセッ
サ１２０，１７０に接続してオペレーティングシステム、アプリケーション、及び一般フ
ァイル（ｇｅｎｅｒａｌ　ｆｉｌｅｓ）を保存する。
【００３３】
　プロセッサ１２０，１７０は、コントローラ（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、マイクロコン
トローラ（ｍｉｃｒｏｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、マイクロプロセッサ（ｍｉｃｒｏｐｒｏ
ｃｅｓｓｏｒ）、マイクロコンピュータ（ｍｉｃｒｏｃｏｍｐｕｔｅｒ）などと呼ばれて
もよい。一方、プロセッサ１２０，１７０は、ハードウェア（ｈａｒｄｗａｒｅ）、ファ
ームウェア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）、ソフトウェア、又はこれらの結合により実現可能であ
る。ハードウェアを用いて本発明の実施例を実現する場合には、本発明を行うように構成
されたＡＳＩＣｓ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ
　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ
ｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃ
ｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧ
Ａｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）などがプロセ
ッサ１２０，１７０に設けられるとよい。
【００３４】
　一方、ファームウェアやソフトウェアを用いて本発明の実施例を実現する場合には、本
発明の機能又は動作を行うモジュール、手順又は関数などを含むようにファームウェアや
ソフトウェアが構成されるとよく、本発明を実行するように構成されたファームウェア又
はソフトウェアは、プロセッサ１２０，１７０内に設けられたり、メモリー１３０，１８
０に保存されて、プロセッサ１２０，１７０により駆動されればよい。
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【００３５】
　以下にいう遊休モード（Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ）とは、端末の電力を節約するために、端
末と基地局間のシグナリングを用いて、基地局が承認したページンググループ（Ｐａｇｉ
ｎｇ　Ｇｒｏｕｐ）、ページングサイクル（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｙｃｌｅ）、ページングオ
フセット（Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｆｆｓｅｔ）を運用するモードのことである。すなわち、端
末が広範囲な地域にわたって複数の基地局がある無線リンク環境を歩き回っても、特定基
地局に登録することなく周期的にダウンリンクブロードキャスト（ｂｒｏａｄｃａｓｔ）
メッセージを受信し得るメカニズムである。
【００３６】
　遊休モードは、ハンドオーバー（ｈａｎｄｏｖｅｒ、ＨＯ）だけでなく、全ての正規動
作（ｎｏｒｍａｌ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）を停止し、一定区間でのみ、ブロードキャスト
メッセージであるページングメッセージ（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ）を受信し得る
ようにダウンリンク同期（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ）のみを
取っておいた状態である。ページングメッセージは、端末にページング動作（ｐａｇｉｎ
ｇａ　ｃｔｉｏｎ）を指示するメッセージである。例えば、ページング動作には、レンジ
ング実行、ネットワーク再進入（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｒｅｅｎｔｒｙ）などがある。
【００３７】
　遊休モードは、端末により開始されることも、基地局により開始されることもある。す
なわち、端末は、登録解除要請（ＤＲＥＧ－ＲＥＱ）メッセージを基地局に伝送し、それ
に対する応答として登録解除応答（ＤＲＥＧ－ＲＳＰ）メッセージを基地局から受信する
ことによって、遊休モードに進入することができる。また、基地局が端末に非要請の登録
解除応答（ＤＲＥＧ－ＲＳＰ）メッセージ又は登録解除命令（ＤＲＥＧ－ＣＭＤ）メッセ
ージを伝送することによって、遊休モードに進入することもできる。
【００３８】
　遊休モードにおいて端末が利用可能区間（Ａｖａｉｌａｂｌｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ：Ａ
Ｉ）で自身に該当するページングメッセージ（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ）を受信す
ると、基地局とのネットワークエントリー過程により接続モード（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　
ｍｏｄｅ）に切り替え、データを送受信する。
【００３９】
　遊休状態（Ｉｄｌｅ　Ｓｔａｔｅ）又は遊休モード（Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ）動作とは、
一般に、端末が、多重基地局で構成された無線リンク環境を移動する際、特定基地局に登
録しなくてもダウンリンクブロードキャストトラフィック伝送を周期的に行えるように支
援する動作のことを指す。端末は、一定時間において基地局からトラフィック（ｔｒａｆ
ｆｉｃ）を受信しない場合、電力を節約（Ｐｏｗｅｒ　ｓａｖｉｎｇ）するために遊休状
態に遷移することができる。遊休モードに遷移した端末は、利用可能区間（Ａｖａｉｌａ
ｂｌｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ、ＡＩ）において、基地局が放送する放送メッセージ（例えば
、ページングメッセージ）を受信し、正規モード（ｎｏｒｍａｌ　ｍｏｄｅ）に遷移する
か、又は遊休状態を維持するかを判断することができる。
【００４０】
　遊休状態は、ハンドオーバーに関する活性要求及び一般的な運営要求を除去することに
よって、端末にいい結果をもたらすことができる。遊休状態は、端末活動を離散周期でス
キャニングするように制限することによって、端末が使用する電力及び運用リソースを節
約可能にすることもできる。また、遊休状態は、端末にペンディング（ｐｅｎｄｉｎｇ）
中のダウンリンクトラフィックについて知らせ得る簡単で適切な方式を提供し、非活動的
な端末から無線インターフェース及びネットワークハンドオーバー（ＨＯ）トラフィック
を除去することによって、ネットワーク及び基地局にいい結果をもちらすこともできる。
【００４１】
　ページングとは、移動通信において着信号発生時に該当の端末の位置（例えば、どの基
地局か又はどの交換局かなど）を把握する機能のことを指す。遊休状態又は遊休モードを
支援する複数の基地局は、特定ページンググループ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ）に属し
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てページング領域を構成することができる。このとき、ページンググループは論理的なグ
ループを指す。ページンググループの目的は、端末をターゲット（ｔａｒｇｅｔ）とする
トラフィックがある場合、ダウンリンクでページ（ｐａｇｅ）されうる隣接範囲領域を提
供することにある。ページンググループは、特定端末が同一のページンググループ内で大
部分の時間存在し得る程度に十分に大きく、且つページング負荷が適度のレベルを維持す
るように十分に小さいべきである、という条件を満たすように構成されることが好ましい
。
【００４２】
　ページンググループは一つ以上の基地局を含み、一つの基地局は一つ又はそれ以上のペ
ージンググループに含まれてよい。ページンググループは管理システムで定義する。ペー
ジンググループではページンググループ－実行（ａｃｔｉｏｎ）バックボーン網メッセー
ジを用いることができる。また、ページング制御器は、バックボーン網メッセージの一つ
であるページング公知（ｐａｇｉｎｇ－ａｎｎｏｕｎｃｅ）メッセージを用いて、遊休状
態にある端末のリストを管理し、ページンググループに属する全ての基地局の初期ペイジ
ングを管理することができる。
【００４３】
　遊休モード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）でのペイジングは、説明の便宜のために、ＩＥＥＥ
　８０２．１６システムを基準にして説明するが、これに本発明の技術的思想が限定され
るものではない。端末は、遊休モードに進入するために、基地局との登録解除を要請する
ための登録解除要請（ＤＲＥＧ－ＲＥＱ）メッセージを基地局に伝送する。すると、基地
局は、当該ＤＲＥＧ－ＲＥＱメッセージに対する応答として登録解除応答（ＤＲＥＧ－Ｒ
ＳＰ）メッセージを端末に伝送する。この時、ＤＲＥＧ－ＲＳＰメッセージはページング
情報（Ｐａｇｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を含む。一方、端末の遊休モードへの進
入は基地局の要請によって開始されてもよい。この場合、基地局は端末にＤＲＥＧ－ＲＳ
Ｐメッセージを伝送する。
【００４４】
　上記ページング情報（Ｐａｇｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）は、ページング周期（
Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｙｃｌｅ）、ページングオフセット（Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｆｆｓｅｔ）、
ページンググループ識別子（ＰＧＩＤ：Ｐａｇｉｎｇ　ＧｒｏｕｐＩ　Ｄｅｎｔｉｆｉｅ
ｒ）、及びページング聴取区間（Ｐａｇｉｎｇ　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ
）値などを含むことができる。
【００４５】
　基地局からＤＲＥＧ－ＲＳＰメッセージを受信した端末は、ページング情報を参照して
遊休モードに進入する。遊休モードは、ページング周期（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｙｃｌｅ）を
有し、一つのページング周期は、利用可能区間（Ａｖａｉｌａｂｌｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ
）及び利用不可区間（Ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）で構成されるとよい
。ここで、利用可能区間は、ページング聴取区間又はページング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｉ
ｎｔｅｒｖａｌ）と同じ概念である。ページングオフセットは、ページング周期内でペー
ジング区間が始まる時点（一例として、フレーム又はサブフレーム）を表す。また、ペー
ジンググループ識別子は、端末に割り当てられたページンググループの識別子を表す。ま
た、ページング情報は、ページングメッセージオフセット（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇ
ｅ　ｏｆｆｓｅｔ）情報を含むことができる。ここで、ページングメッセージオフセット
情報は、基地局からページングメッセージが伝送される時点を表す。その後、端末はペー
ジング情報を用いて利用可能区間、すなわち、ページング聴取期間（Ｐａｇｉｎｇ　Ｌｉ
ｓｔｅｎｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）で自身に伝達されるページングメッセージを受信す
ることができる。ここで、ページングメッセージは、基地局又はページング制御器から伝
送されればよい。すなわち、端末は、ページングメッセージを受信するためにページング
周期に従って無線チャネルをモニタする。
【００４６】
　遊休モードにある端末は、自身のページング聴取区間でページングメッセージを受信し
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、自身に伝達されるダウンリンク（ＤＬ）データがあるか確認する。もし、ダウンリンク
データがあれば（すなわち、ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）、端末は、レン
ジング（ｒａｎｇｉｎｇ）過程を含むネットワーク再進入（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｒｅｅｎｔ
ｒｙ）過程を行う。その後、ＤＳＡ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｄｄｉｔｉｏ
ｎ）過程により、関連のダウンリンクサービスフローに対する接続を設定する過程を行う
。該サービスフローに対する接続が設定された後、基地局は端末に、当該サービスに関す
るダウンリンクデータを伝送する。
【００４７】
　以下では説明の便宜のためにＩＥＥＥ　８０２．１６ｅ、１６ｍ、１６ｐシステムを基
準にして説明する。しかし、本発明の技術的思想がこれに限定されるものではない。
【００４８】
　端末は、遊休モードに進入するために、基地局との登録解除を要請するための登録解除
要請（ＤＲＥＧ－ＲＥＱ）メッセージを基地局に伝送する。すると、基地局は、ＤＲＥＧ
－ＲＥＱメッセージに対する応答として登録解除応答（ＤＲＥＧ－ＲＳＰ）メッセージを
端末に伝送する。この時、ＤＲＥＧ－ＲＳＰメッセージはページング情報（Ｐａｇｉｎｇ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を含む。一方、端末の遊休モードへの進入は、基地局の要請
によって開始されてもよい。この場合、基地局は端末にＤＲＥＧ－ＲＳＰメッセージを伝
送する。
【００４９】
　上記ページング情報（Ｐａｇｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）は、ページング周期（
Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｙｃｌｅ）、ページングオフセット（Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｆｆｓｅｔ）、
ページンググループ識別子（ＰＧＩＤ：Ｐａｇｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｅ
ｒ）及びページング聴取区間（Ｐａｇｉｎｇ　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）
値などを含むことができる。基地局からＤＲＥＧ－ＲＳＰメッセージを受信した端末は、
ページング情報を参照して遊休モードに進入する。
【００５０】
　遊休モードは、ページング周期（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｙｃｌｅ）を有し、一つのページン
グ周期は、利用可能区間（Ａｖａｉｌａｂｌｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）及び利用不可区間（
Ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）で構成されるとよい。ここで、利用可能区
間は、ページング聴取区間又はページング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）と同
じ概念である。ページングオフセットは、ページングサイクル内でページング区間が始ま
る時点（一例として、フレーム又はサブフレーム）を表す。また、ページンググループ識
別子は、端末に割り当てられたページンググループの識別子を表す。また、ページング情
報は、ページングメッセージオフセット（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｏｆｆｓｅｔ
）情報を含むことができる。ここで、ページングメッセージオフセット情報は、基地局か
らページングメッセージが伝送される時点を表す。
【００５１】
　その後、端末は、ページング情報を用いて、利用可能区間（すなわち、ページング聴取
期間（Ｐａｇｉｎｇ　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ））で自身に伝達されるペ
ージングメッセージを受信することができる。ここで、ページングメッセージは、基地局
又はページング制御器から伝送されればよい。すなわち、端末は、ページングメッセージ
を受信するためにページング周期に従って無線チャネルをモニタする。
【００５２】
　図２は、遊休モードでページング手順を示すフローチャートである。
【００５３】
　遊休モードにある端末は、自身のページング聴取区間でページングメッセージを受信し
、自身に伝達されるダウンリンク（ＤＬ）データがあるか確認する（Ｓ２１０）。もし、
ダウンリンクデータがあれば（すなわち、ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）、
端末は、レンジング（ｒａｎｇｉｎｇ）過程を含むネットワーク再進入（ｎｅｔｗｏｒｋ
　ｒｅｅｎｔｒｙ）過程を行う（Ｓ２２０）。その後、ＤＳＡ（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｅｒ
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ｖｉｃｅ　ａｄｄｉｔｉｏｎ）過程により、関連のダウンリンクサービスフローに対する
接続を設定する過程を行う（Ｓ２３０）。該サービスフローに対する接続が設定された後
、基地局は端末に該当のサービスに関するダウンリンク制御情報及びダウンリンクデータ
を伝送する（Ｓ２４０）。
【００５４】
　Ｍ２Ｍシナリオにおいて、大部分のＭ２Ｍ機器（ｄｅｖｉｃｅ）は、携帯電話などの既
存端末と違い、ユーザーが持ち歩く端末でないから、Ｍ２Ｍ機器に対する自動アプリケー
ション（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）又はファームウェアアップデー
ト（ｆｉｒｍｗａｒｅ　ｕｐｄａｔｅ）過程がＭ２Ｍサービスシナリオにおいて主要なア
プリケーション（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）になることがある。例えば、各機器（ｄｅｖ
ｉｃｅ）のファームウェア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）をアップデートするために、Ｍ２Ｍサー
バーは、該当のアプリケーション（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）を持つＭ２Ｍ機器に、アッ
プデート（ｕｐｄａｔｅ）された情報を伝送することができる。複数の端末に共通に伝送
される必要があるこのようなマルチキャストデータ（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｄａｔａ）を
、遊休モードのＭ２Ｍ機器に伝送するために、図２の実施例に係る基地局は、それらＭ２
Ｍ機器をページングするはずである。ペイジングされた端末は、ランダムアクセスコード
（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｄｅ）の伝送を始め、ネットワーク再進入（ｎｅｔ
ｗｏｒｋ　ｒｅｅｎｔｒｙ）過程を行ってネットワークに接続し、基地局から伝送したダ
ウンリンクトラフィック（ＤＬ　ｔｒａｆｆｉｃ）を受信する。これらの過程は、ネット
ワーク（ｎｅｔｗｏｒｋ）の無駄なリソース使用を増加させ、端末の電力消耗を増加させ
る問題が招くことになる。
【００５５】
　このような問題点を解決するために、本発明に係るＭ２Ｍ通信において、遊休モード（
Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ）の端末に、イベントトリガリング（ｅｖｅｎｔ　ｔｒｉｇｇｅｒｅ
ｄ）方式で生成されるマルチキャストデータを伝送する時、ページング（ｐａｇｉｎｇ）
方法を用いて遊休モード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）のＭ２Ｍ機器がマルチキャストデータを
效率よく受信できるようにする方法を提供する。
【００５６】
　図３は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ伝送の
例を示す図である。
【００５７】
　図３を参照すると、基地局は、Ｍ２ＭマルチキャストデータをＭ２Ｍ機器に伝送する前
に、これらＭ２Ｍ機器に、ページング聴取区間で、マルチキャストトラフィック指示（す
なわち、マルチキャストデータが伝送されることを指示）を含むページングメッセージを
伝送する（Ｓ３１０）。この時、ページングメッセージのＡｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅは、マ
ルチキャストトラフィック指示（例えば、０ｂ１０）を示し、該当するＭ２Ｍグループ識
別子（ＭＧＩＤ）を含める。Ｍ２Ｍ機器は、ページングメッセージを受信すると、ページ
ングメッセージのグループページング部分から、自身にあらかじめ割り当てられたＭ２Ｍ
グループＩＤ（ＭＧＩＤ）が含まれているか否か確認し、仮に、自身に割り当てられたＭ
ＧＩＤが含まれており、且つ対応するＡｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅが０ｂ１０であると、Ｍ２
Ｍ機器のプロセッサ１２０は、ＭＧＩＤが示すグループに対してマルチキャストトラフィ
ック（データ）が伝送されると判断し、遊休モードを終了しないでマルチキャストトラフ
ィックを受信するべく待機するように制御することができる。この場合、自身のページン
グ利用不可区間（ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）でもＭ２Ｍ機器のプロセ
ッサ１２０は、マルチキャストデータを受信する動作（ダウンリンク制御チャネル及びマ
ルチキャストデータデコーディング）を行うように制御する。
【００５８】
　基地局がページングメッセージを伝送した直後にマルチキャストデータを伝送できない
場合、基地局はページングメッセージに、該当のＭ２ＭグループＩＤ（ＭＧＩＤ）に対す
るマルチキャスト伝送開始（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｓｔａｒ
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ｔ　ｔｉｍｅ、ＭＴＳＴ）に関する情報を含めて伝送すればよい。
【００５９】
　Ｍ２Ｍ機器が自身のページング聴取区間でページングメッセージ（例えば、ＡＡＩ－Ｐ
ＡＧ－ＡＤＶメッセージ）を受信すると、Ｍ２Ｍ機器のプロセッサ１２０は、マルチキャ
ストトラフィック指示（Ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ＝０ｂ１０）、及び自身に割り当てられ
たＭ２ＭグループＩＤ（ＭＧＩＤ）があるか確認する。仮に、マルチキャストトラフィッ
クが伝送されることを知らせるマルチキャストトラフィック指示が含まれていると、Ｍ２
Ｍ機器のプロセッサ１２０は、ページングメッセージにマルチキャスト伝送開始時間情報
が含まれているか確認する。マルチキャスト伝送開始時間情報がページングメッセージに
含まれていると、Ｍ２Ｍ機器のプロセッサ１２０は、マルチキャスト伝送開始時間が示す
フレームになるまでは電力消耗を減らすためにパワーダウン（ｐｏｗｅｒ　ｄｏｗｎ）動
作を行うように制御することができる。すなわち、Ｍ２Ｍ機器のプロセッサ１２０は、Ｍ
ＴＳＴが示すフレームからマルチキャストデータを受信する動作を行うように制御する。
Ｍ２Ｍ機器は、ＭＴＳＴが示すフレームでマルチキャストデータを受信する（Ｓ３２０）
。
【００６０】
　下記の表１は、ページングメッセージ（例えば、ＡＡＩ－ＰＡＧ－ＡＤＶメッセージ）
フォーマットの一例を示すものである。
【００６１】
【表１】

　表１を参照すると、ページングメッセージは、ネットワーク再進入、位置更新、マルチ
キャスト又はトラフィック受信などを指示するアクションコード（Ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄ
ｅ）を含んでいる。アクションコードが０ｂ１０とマルチキャストトラフィック受信を指
示する場合に、ページングメッセージは、マルチキャスト伝送開始時間に関する情報であ
るマルチキャスト伝送開始時間（ＭＴＳＴ）フィールドを含むことができる。マルチキャ
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スト伝送開始時間は、基地局がＭ２Ｍ機器にマルチキャスト伝送を始める時間（フレーム
、サブフレーム、又はスーパーフレーム単位）に関する情報である。ＭＴＳＴフィールド
は、例えば８ビットサイズであって、ダウンリンクマルチキャストデータを伝送し始める
フレーム番号の最下位ビット（Ｌｅａｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ、ＬＳＢ）
を示すことができる。
【００６２】
　図４は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ伝送の
他の例を示す図である。
【００６３】
　上述した通り、遊休モードにあるＭ２Ｍ機器が聴取区間（又は利用可能区間）の間に、
基地局から、マルチキャストトラフィック伝送を指示するマルチキャストトラフィック指
示子（例えば、Ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ＝０ｂ１０）と、マルチキャストトラフィック（
あるいはマルチキャストデータ）を受信するグループ情報（例えば、Ｍ２ＭグループＩＤ
）とを含むページングメッセージを受信することができる（Ｓ４１０）。この時、受信し
たＭ２ＭグループＩＤ情報が自身の属したグループに該当すると、Ｍ２Ｍ機器のプロセッ
サ１２０は、Ｍ２Ｍ機器がネットワーク再進入なしにマルチキャストトラフィックを受信
するべく待機するように制御し、Ｍ２Ｍ機器は、マルチキャストトラフィックを受信する
ことができる（Ｓ４２０）。
【００６４】
　このようなシナリオにおいて、Ｍ２Ｍ機器は、マルチキャストデータが基地局からいつ
まで伝送されるか計らず、次のページング聴取区間までマルチキャストデータを受信する
動作を行うしかない。マルチキャストデータがファームウェアアップデートのように小さ
いサイズのデータであると、基地局が実際にマルチキャストデータを伝送するのにはあま
り時間がかからない。これは、遊休モードＭ２Ｍ機器の電力消耗を増加させる問題を発生
させるだけである。特に、ページング後、基地局がまもなく小さいマルチキャストデータ
を伝送する場合にも、Ｍ２Ｍ機器のプロセッサ１２０は、次のページング聴取区間まで待
つように（あるいは待機するように）Ｍ２Ｍ機器を制御する。
【００６５】
　また、Ｍ２Ｍアプリケーション特性の上、特定Ｍ２Ｍ機器は、長いページングサイクル
（ｌｏｎｇ　ｐａｇｉｎｇ　ｃｙｃｌｅ）が適用されることがあり、この場合、Ｍ２Ｍ機
器の電力消耗の増加幅はより大きくなる。例えば、既存のＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシス
テムのページングサイクルが最大５１２スーパーフレームと定義され、Ｍ２Ｍ機器のため
のシステム（例えば、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｐシステム）ではページングサイクルの最
大値は、例えば、４１９４３０４スーパーフレームと定義されることがある。
【００６６】
　このような遊休モードＭ２Ｍ機器が無駄に電力を消耗する問題を解決するための方法を
、図５を参照して説明する。
【００６７】
　図５Ａ及び図５Ｂは、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャスト
データ伝送の他の例を示す図である。
【００６８】
　図５Ａ及び図５Ｂを参照すると、遊休モードにあるＭ２Ｍ機器が聴取区間（又は利用可
能区間）の間に、基地局から、マルチキャストトラフィック伝送を指示するマルチキャス
トトラフィック指示子（例えば、Ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ＝０ｂ１０）と、マルチキャス
トトラフィック（あるいはマルチキャストデータ）を受信するグループ情報（例えば、Ｍ
２ＭグループＩＤ）とを含むページングメッセージを受信することができる。この時、受
信したＭ２ＭグループＩＤ情報が自身の属したグループに該当すると、Ｍ２Ｍ機器のプロ
セッサ１２０は、Ｍ２Ｍ機器がネットワーク再進入なしにマルチキャストトラフィックを
受信するべく待機するように制御し、Ｍ２Ｍ機器は、マルチキャストトラフィックを受信
することができる。
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【００６９】
　基地局は、下記のような条件でマルチキャスト伝送終了信号（ＭＴＥ　ｓｉｇｎａｌｉ
ｎｇ）を送ることができる。
【００７０】
　１）条件１：基地局が自身の送信バッファー（ＴＸ　ｂｕｆｆｅｒ）に該当のマルチキ
ャストグループ／マルチキャスト接続（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｇｒｏｕｐ／ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）に対する最後のデータを有する場合
　２）条件２：基地局がネットワークのあるエンティティ（ｅｎｔｉｔｙ）から該当のマ
ルチキャストグループ／マルチキャスト接続に対してデータ伝送が終わったという信号を
受信した場合
　３）条件３：基地局が特定マルチキャストグループに対するデータをＭ２Ｍ機器に伝送
した後、特定時間内にネットワークから同じグループに属したデータを受信できなかった
場合。すなわち、特定時間の間に送信バッファー（ＴＸ　ｂｕｆｆｅｒ）が同じマルチキ
ャストデータを有していない場合
　図５Ａに示すように、基地局は、マルチキャストデータが全て伝送されたと判断した時
には、マルチキャストデータ伝送の終了を知らせる信号（例えば、ＭＴＥ（Ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｅｎｄ）信号）を別途にＭ２Ｍ機器に伝送すること
ができる。遊休モードにあるＭ２Ｍ機器がマルチキャストデータを受信している中、基地
局からマルチキャストデータ伝送の終了を知らせる信号を受信すると、直ちにＭ２Ｍ機器
のプロセッサ１２０はページング利用不可区間（ｐａｇｉｎｇ　ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ
　ｉｎｔｅｒｖａｌ）に入り、電力消耗を減らす動作を行うことができる。
【００７１】
　条件１の場合、図５Ｂに示すように、基地局は、自身のバッファーの最後のデータを伝
送する時点に、最後のデータと共にＭＴＥ信号をＭ２Ｍ機器に伝送することができる。条
件２でも、基地局がネットワークエンティティからマルチキャストデータを受信する中、
データ伝送終了を知らせる信号を共に受信すると、基地局は、該当のマルチキャストデー
タを伝送する時、ＭＴＥ信号を併せてＭ２Ｍ機器に伝送することができる。このように、
基地局がＭＴＥ信号をマルチキャストデータと共に伝送する場合には、マルチキャストデ
ータにピギーバック（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）したり連続するようにして（ｃｏｎｃａｔｅ
ｎａｔｉｏｎ）ＭＴＥ信号を伝送することができる。ピギーバックして伝送する場合には
、サブヘッダー（ｓｕｂｈｅａｄｅｒ）や拡張ヘッダー（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｈｅａｄｅ
ｒ）フォーマットで伝送すればよい。
【００７２】
　図６は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ伝送の
他の例を示す図である。
【００７３】
　図６を参照すると、遊休モードにあるＭ２Ｍ機器が聴取区間（又は利用可能区間）の間
に、基地局から、マルチキャストトラフィック伝送を指示するマルチキャストトラフィッ
ク指示子（例えば、Ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ＝０ｂ１０）と、マルチキャストトラフィッ
ク（あるいはマルチキャストデータ）を受信するグループ情報（例えば、Ｍ２Ｍグループ
ＩＤ）とを含むページングメッセージを受信することができる（Ｓ６１０）。この時、受
信したＭ２ＭグループＩＤ情報が自身の属したグループに該当すると、Ｍ２Ｍ機器のプロ
セッサ１２０は、Ｍ２Ｍ機器がネットワーク再進入なしにマルチキャストトラフィックを
受信するべく待機するように制御し、Ｍ２Ｍ機器は、マルチキャストトラフィックを受信
することができる（Ｓ６２０乃至Ｓ６３０）。その後、基地局は、最後のマルチキャスト
データとマルチキャストデータ伝送の終了を知らせる信号（例えば、ＭＴＥ（Ｍｕｌｔｉ
ｃａｓｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｅｎｄ）信号）とをＭ２Ｍ機器に併せて伝送する
ことができる（Ｓ６４０）。ここで、ＭＴＥ信号は、下記の表２のようにマルチキャスト
伝送終了拡張ヘッダー（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｅｘ
ｔｅｎｄｅｄ　ｈｅａｄｅｒ、ＭＴＥＥＨ）フォーマットで伝送されてよい。下記の表２
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に、ＭＴＥＥＨフォーマットの一例を表す。
【００７４】
【表２】

　表２を参照すると、ＭＴＥＥＨフォーマットは、タイプ（ｔｙｐｅ）フィールドを用い
てマルチキャスト伝送が終わったことを示し、どのようなマルチキャスト情報であるかを
表すために、関連したマルチキャスト接続に対するＭ２ＭグループＩＤ及びＦＩＤなどの
うち一つ以上を含むことができる。また、ＭＴＥＥＨフォーマットは、Ｍ２Ｍ機器がＭＴ
ＥＥＨを受信していつから以前遊休モードパラメータを用いて遊休モードを再開できるか
を示す遊休モード再開開始フレーム（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ　ｒｅｓｕｍｉｎｇ　ｓｔａｒ
ｔ　ｆｒａｍｅ）情報を含むことができる。すなわち、遊休モード再開開始フレームフィ
ールドが示すフレームが以前遊休モードパラメータを使用した時、Ｍ２Ｍ機器のページン
グ利用不可区間であると、Ｍ２Ｍ機器は電力消耗を減らすために利用不可区間に入り、電
力消耗を減らす動作を行うことができる。遊休モード再開開始フレーム情報が含まれてい
ないと、Ｍ２Ｍ機器は直ちに利用不可区間に入ることとなる。このとき、遊休モード再開
開始フレームフィールドは、以前の遊休モードパラメータを使用することによって遊休モ
ードを再開するＭ２Ｍ機器のフレーム番号の最下位ビット（例えば、４ビット）を指示す
ることができる。
【００７５】
　このＭＴＥＥＨは、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅシステムではサブヘッダー形態（すなわ
ち、ＭＴＥサブヘッダー）又は拡張サブヘッダー（すなわち、ＭＴＥ拡張サブヘッダー）
形態で使用されればよく、含まれる情報は類似であろう。この場合、ＦＩＤに代えてＣＩ
Ｄ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｅｒ）が含まれるだろう。
【００７６】
　図７は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ伝送の
他の例を示す図である。
【００７７】
　図７を参照すると、遊休モードにあるＭ２Ｍ機器が聴取区間（又は利用可能区間）の間
に、基地局から、マルチキャストトラフィック伝送を指示するマルチキャストトラフィッ
ク指示子（例えば、Ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ＝０ｂ１０）と、マルチキャストトラフィッ
ク（あるいはマルチキャストデータ）を受信するグループ情報（例えば、Ｍ２Ｍグループ
ＩＤ）とを含むページングメッセージを受信することができる（Ｓ７１０）。この時、受
信したＭ２ＭグループＩＤ情報が自身の属したグループに該当すると、Ｍ２Ｍ機器のプロ
セッサ１２０は、Ｍ２Ｍ機器がネットワーク再進入なしにマルチキャストトラフィックを
受信するべく待機するように制御し、Ｍ２Ｍ機器は、マルチキャストトラフィックを受信
することができる（Ｓ７２０乃至Ｓ７３０）。その後、基地局は、最後のマルチキャスト
データをＭ２Ｍ機器に伝送した後（Ｓ７４０）、マルチキャストデータ伝送終了指示を、
ＭＡＣ制御メッセージの一種であるＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージ又はマルチキャス
ト伝送終了指示ヘッダーを用いてＭ２Ｍ機器に知らせることができ、この時、ＡＡＩ－Ｍ
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ＴＥ－ＩＮＤメッセージ又はマルチキャスト伝送終了指示ヘッダーは、Ｍ２ＭグループＩ
Ｄ、ＦＩＤを含むことができる（Ｓ７５０）。Ｍ２Ｍ機器が、マルチキャストデータ伝送
が終了したことを知らせる指示子を受信すると、以降、Ｍ２Ｍ機器のプロセッサ１２０は
、Ｍ２Ｍ機器が利用不可区間に入るように制御する。
【００７８】
　このように、上述した条件３のような時点で基地局はマルチキャスト伝送終了（ＭＴＥ
）信号をＭ２Ｍ機器に送る時、ＭＡＣ制御メッセージ形態やシグナリングヘッダー形態で
伝送することができる。下記の表３に、ＭＴＥ信号を伝達するＭＡＣ制御メッセージの一
種であるＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージフォーマットの一例を表す。
【００７９】
【表３】

　表３を参照すると、表２と同様に、ＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤ　ＭＡＣ制御メッセージフ
ォーマットには、Ｍ２ＭグループＩＤフィールド、ＦＩＤフィールド及び遊休モード再開
開始フレームフィールドなどが含まれるとよい。Ｍ２Ｍ機器は、ＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤ
メッセージを受信すると、遊休モード再開開始フレームフィールドが指示するフレームで
遊休モードに入る。
【００８０】
　このＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージは、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅシステムでも類
似のＭＡＣ制御メッセージとすることができ、含まれる情報は類似であろう。このとき、
ＭＧＩＤやＦＩＤに代えてＣＩＤ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｅｒ）が含
まれるだろう。これを反映したＩＥＥＥ　８０２．１６ｅシステムのＭＡＣ制御メッセー
ジ（例えば、ＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージ）は、下記表４の通りである。
【００８１】
　下記表４は、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅシステムにおけるＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッ
セージの一例を示す。
【００８２】
【表４】

　上記表４を参照すると、ＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージは、ＭＧＩＤやＦＩＤに代
えてＭ２Ｍ接続識別子（Ｍ２ＭＣＩＤ）フィールド、及び遊休モード再開開始フレームフ
ィールドを含むことができる。同様に、Ｍ２Ｍ機器は、ＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセー
ジを受信すると、遊休モード再開開始フレームフィールドが指示するフレームで遊休モー
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【００８３】
　一方、ＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージやＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージが放送
（ｂｒｏａｄｃａｓｔ）されるとすれば、メッセージを伝送する時点に一つ以上のマルチ
キャスト接続（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）に対して終了指示子を知ら
せる場合、関連したＭＡＣ制御メッセージ、サブヘッダー／拡張ヘッダー、シグナリング
ヘッダーは、一つ以上のＭ２ＭグループＩＤ（すなわち、Ｍ２ＭグループＩＤ（ＭＧＩＤ
））又はＭ２Ｍ接続識別子（Ｍ２ＭＣＩＤ）を含むことができる。
【００８４】
　下記の表５及び表６は、それぞれ、マルチキャストデータ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｄａ
ｔａ）伝送終了を表すＭ２ＭグループＩＤを一つ以上含むＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセ
ージ及びＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージの一例を表すものである（表５はＡＡＩ－Ｍ
ＴＥ－ＩＮＤメッセージ、表６はＭＯＢ＿ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージ）。
【００８５】

【表５】

【００８６】
【表６】

　下記の表７には、ＭＴＥ信号を伝達するシグナリングヘッダーであるマルチキャスト伝
送終了指示ヘッダーフォーマットの一例を示す。
【００８７】
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【表７】

　表７を参照すると、マルチキャスト伝送終了指示ヘッダーフォーマットは、ＦＩＤフィ
ールド、マルチキャスト伝送終了指示ヘッダーを示すタイプフィールド、長さを示す長さ
フィールド、Ｍ２ＭグループＩＤフィールド、マルチキャスト接続に対するＩＤに該当す
るＦＩＤを示すＦＩＤフィールド、遊休モード再開開始フレームフィールドを含むことが
できる。
【００８８】
　このようなＡＡＩ－ＭＴＥ－ＩＮＤメッセージやマルチキャスト伝送終了指示ヘッダー
は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムの他、３ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａシステムでも
同様に適用可能である。
【００８９】
　図８は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ伝送の
他の例を示す図である。
【００９０】
　図８を参照すると、遊休モードにあるＭ２Ｍ機器が聴取区間（又は利用可能区間）の間
に、基地局から、マルチキャストトラフィック伝送を指示するマルチキャストトラフィッ
ク指示子（例えば、Ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ＝０ｂ１０）と、マルチキャストトラフィッ
ク（あるいはマルチキャストデータ）を受信するグループ情報（例えば、Ｍ２Ｍグループ
ＩＤ）とを含むページングメッセージを受信することができる（Ｓ８１０）。この時、受
信したＭ２ＭグループＩＤ情報が自身の属したグループに該当すると、Ｍ２Ｍ機器のプロ
セッサ１２０は、Ｍ２Ｍ機器がネットワーク再進入なしにマルチキャストトラフィックを
受信するべく待機するように制御し、Ｍ２Ｍ機器は、マルチキャストトラフィックを受信
することができる（Ｓ８２０乃至Ｓ８３０）。その後、基地局は最後のマルチキャストデ
ータをＭ２Ｍ機器に伝送した後（Ｓ８４０）、マルチキャストデータ伝送終了指示信号（
ＭＴＥ信号）を物理層シグナリング（ＰＨＹ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）の形態で伝送しても
よい（Ｓ８５０）。基地局は、ダウンリンク制御チャネルであるＡ－ＭＡＰ　ＩＥの形態
でＭＴＥ指示子をＭ２Ｍ機器に伝送してもよい（Ｓ８５０）。Ｍ２Ｍ機器が、マルチキャ
ストデータ伝送が終了したことを知らせる指示子を受信すると、以降、Ｍ２Ｍ機器のプロ
セッサ１２０は、Ｍ２Ｍ機器が利用不可区間に入るように制御する。
【００９１】
　下記の表８は、マルチキャスト伝送終了指示Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　
Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｅｎｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）フォー
マットの一例を示すものである。
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【００９２】
【表８】

　表８を参照すると、マルチキャスト伝送終了指示Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（Ｍｕｌｔｉｃａｓ
ｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｅｎｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）は
、Ｍ２Ｍ機器の属したＭ２ＭグループＩＤを示すＭ２ＭグループＩＤフィールド、マルチ
キャスト接続に対するＩＤを示すＦＩＤフィールド、遊休モード再開開始フレームフィー
ルドを含むことができる。マルチキャスト伝送終了指示Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（Ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｅｎｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ
）は、最後のマルチキャストデータと同じバースト（ｂｕｒｓｔ）又は同じフレーム又は
以前時点で伝送されてもよい。開始フレームとは、Ｍ２Ｍ機器がマルチキャストデータ受
信を中止し、利用不可区間（ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）に入るフレー
ムのことを指す。
【００９３】
　一方、基地局は、物理層シグナリングでダウンリンク制御チャネル（例えば、Ａ－ＭＡ
Ｐ　ＩＥ形態）にＭＴＥ指示子を含めてＭ２Ｍ機器に伝送してもよい。例えば、基地局は
、最後のマルチキャストデータのダウンリンクリソースを割り当てるためのＭＡＰ　ＩＥ
に、当該データが最後のデータであるかを示す指示子を含め、最後のデータであると、該
当のビットを、例えば、１に設定することができる。このようなＭＡＰ　ＩＥの一例とし
て放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ
　ＩＥ）を挙げることができる。
【００９４】
　下記の表９は、Ｍ２Ｍマルチキャストデータを伝送するための放送割当Ａ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅの一例を表し、最後のマルチキャストデータを示す指示子（ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）も含
まれる。
【００９５】
　図９は、本発明の一実施例に係るＭ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ伝送の
他の例を示す図である。
【００９６】
　図９を参照すると、遊休モードにあるＭ２Ｍ機器が聴取区間（又は利用可能区間）の間
に、基地局から、マルチキャストトラフィック伝送を指示するマルチキャストトラフィッ
ク指示子（例えば、Ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ＝０ｂ１０）と、マルチキャストトラフィッ
ク（あるいはマルチキャストデータ）を受信するグループ情報（例えば、Ｍ２Ｍグループ
ＩＤ）とを含むページングメッセージを受信することができる（Ｓ９１０）。この時、受
信したＭ２ＭグループＩＤ情報が自身の属したグループに該当すると、Ｍ２Ｍ機器のプロ
セッサ１２０は、Ｍ２Ｍ機器がネットワーク再進入なしにマルチキャストデータを受信す
るべく待機するように制御し、Ｍ２Ｍ機器は、マルチキャストデータと放送割当Ａ－ＭＡ
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Ｐ　ＩＥ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ、ＢＡＡ－Ｍ
ＡＰ　ＩＥ）を受信することができる（Ｓ９２０）。この時、放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ
に含まれたＭＴＥ指示子が０に設定され、継続してマルチキャストデータが伝送されるこ
とを指示する。その後、基地局は、マルチキャストデータと放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（
Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ、ＢＡＡ－ＭＡＰ　ＩＥ
）をＭ２Ｍ機器に伝送する（Ｓ９３０）。この時にも、放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥに含ま
れたＭＴＥ指示子が０に設定され、継続してマルチキャストデータが伝送されることを指
示することができる。
【００９７】
　このようなマルチキャストデータ伝送を繰り返してから、基地局は、マルチキャストデ
ータと、最後のマルチキャスト伝送であることを知らせるＭＴＥ指示子（この場合、ＭＴ
Ｅ指示子は１に設定される）を含む放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ａ
ｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ、ＢＡＡ－ＭＡＰ　ＩＥ）とをＭ２Ｍ機器に伝送
する（Ｓ９４０）。マルチキャストデータと、最後のマルチキャスト伝送であることを知
らせるＭＴＥ指示子を含む放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥとを受信したＭ２Ｍ機器は、再び遊
休モードに入る。
【００９８】
　下記の表９は、放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの一例を表すものである。
【００９９】
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【表９】

　表９を参照すると、放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ａｓｓｉｇｎｍ
ｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）は、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥタイプを指示するＡ－ＭＡＰ　ＩＥ　
ｔｙｐｅフィールド、この放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの機能を示すＦｕｎｃｔｉｏｎ　ｉ
ｎｄｅｘフィールドを含むことができ、このＦｕｎｃｔｉｏｎ　ｉｎｄｅｘフィールドが
、Ｍ２Ｍアプリケーションのためのマルチキャスト割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥであるというこ
とを示す場合に、マルチキャストデータのリソース割当のための情報（例えば、バースト
サイズ（ｂｕｒｓｔ　ｓｉｚｅ）フィールド、リソースインデックス（ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　ｉｎｄｅｘ）フィールド、ｌｏｎｇ＿ＴＴＩ＿Ｉｎｄｉｃａｔｏｒフィールドなど）、
マルチキャスト伝送終了指示子（すなわち、最後のマルチキャストデータが伝送されるこ
とを知らせる指示子）（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ）フィールド、及びＭ２ＭグループＩＤを示すＭ２ＭグループＩＤフィー
ルドをさらに含むことができる。
【０１００】
　最後のマルチキャストデータ伝送において放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのマルチキャスト
伝送終了指示子（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｅｎｄ　ｉｎｄｉｃ
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ａｔｏｒ）フィールドは１に設定され、Ｍ２Ｍ機器が、マルチキャスト伝送終了指示子フ
ィールドが１に設定された放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを受信すると、最後のマルチキャス
トデータを受信し、直ちに遊休モード又は利用不可区間（ｕｎａｖａｉｌａｂｌｅ　ｉｎ
ｔｅｒｖａｌ）に入る。この方法は、マルチキャスト伝送終了指示子がＭＡＣ制御メッセ
ージや拡張されたヘッダー形態で伝送される時に比べて、Ｍ２Ｍ機器がマルチキャストデ
ータに対するＭＰＤＵ（ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）とマルチキャ
スト伝送終了指示子を含むＭＡＣ制御メッセージ又は拡張ヘッダーのデコーディングを完
了するまで無駄に他のＯＦＤＭＡシンボルをバッファリングをしなくて済むという利点が
ある。すなわち、この場合、最後のマルチキャストデータが含まれたサブフレームまでの
みＯＦＤＭＡシンボルをバッファリングし、マルチキャストデータのデコーディングが完
了しなくても、次のサブフレームでＯＦＤＭＡシンボルをバッファリングしなくても良い
。
【０１０１】
　上述した様々なメッセージフォーマットにおいてＭ２ＭグループＩＤ（ＭＧＩＤ）のビ
ットサイズを１２ビット又は１５ビットと記載したが、ＭＧＩＤが１２ビットと記載され
たメッセージフォーマットにおいて１５ビットに変更してもよく、逆に、１５ビットと記
載されたメッセージフォーマットにおいて１２ビットサイズに変更してもよい。また、Ｍ
ＧＩＤはＭ２Ｍ機器のグループを識別可能にするものであれば充分であるため、必ずしも
１２ビットや１５ビットに制限されない。
【０１０２】
　以上、Ｍ２Ｍ機器と基地局間のマルチキャストデータ伝送に関する様々な実施例を説明
した。すなわち、以上ではマルチキャストデータに適用されるとして記述してきたが、ユ
ニキャストデータ、ブロードキャストデータなどにも適用可能である。また、Ｍ２Ｍ機器
と基地局間のマルチキャストデータ伝送に関して説明してきたが、ＨＴＣ（Ｈｕｍａｎ　
Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）機器（すなわち、移動端末）にも適用可能であ
る。
【０１０３】
　また、以上ではＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムで使用されるメッセージフォーマッ
トを用いて本発明に係る実施例を説明してきたが、このようなメッセージフォーマットの
名称に限定されるものではなく、これらメッセージフォーマットと呼称や名称は異なるも
のの、同じ機能を果たす３ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａシステムにおけるメッセージフォ
ーマットなども適用可能である。
【０１０４】
　本発明の様々な実施例によれば、Ｍ２Ｍ機器にマルチキャストトラフィックを伝送する
時、Ｍ２Ｍ機器と基地局間の無駄なシグナリングオーバーヘッドをなくし、Ｍ２Ｍ機器の
電力消耗を最小化し、リソース浪費を防ぐことができる。
【０１０５】
　以上説明してきた実施例は、本発明の構成要素及び特徴を所定形態に結合したものであ
る。各構成要素又は特徴は、別の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮しな
ければならない。各構成要素又は特徴は、他の構成要素や特徴と結合しない形態で実施す
ることもでき、一部の構成要素及び／又は特徴を結合して本発明の実施例を構成すること
もできる。本発明の実施例で説明される動作の順序は変更可能である。ある実施例の一部
構成や特徴は、別の実施例に含まれることもでき、別の実施例の対応する構成又は特徴に
取って代わることもできる。特許請求の範囲において明示的な引用関係にない請求項を結
合して実施例を構成したり、出願後の補正により新しい請求項として含めたりすることが
できることは明らかである。
【０１０６】
　本発明は、本発明の精神及び必須特徴から逸脱することなく、他の特定の形態に具体化
できる。そのため、上記の詳細な説明はいずれの面においても制約的に解釈してはならず
、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲は、添付した請求項の合理
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的解釈により定めなければならず、本発明の等価的範囲内における変更はいずれも本発明
の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１０７】
　Ｍ２Ｍ機器が基地局からマルチキャストデータを受信する方法は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ、
ＬＴＥ－Ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１６などの種々の通信システムにおいて産業上利用可能
である。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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